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植物硏究雜誌第二十卷第二號 


P. um'bellatum (non Baker 1875) Leveille 111 Fedde, Repert. XI, 49 p 
(1913), fide Nakai. 

P. faleatum i. robustum Makino in Iinuma, Somoku-dzusetsu ed. Makino, 
II, 450, pi. 336 (1910). 

Nom. Jap. Naruko-yuri, Hosoba-dsei (Matsumura 188 4)， Birddo-osei 
(Matsum. 1884), Hosoba-naruTco-yuri (Matsum. 1889). 

Hab. Honsyu, Sikoku, Kyusyu 'et Korea. 

本種ノ基準形ハほそばわ■うせいトイハレル 1 形デ，葉ハ極メテ狹長デ線狀披 
針形ヲナシ稍鎌形二曲ル0葉下面脈上及ビ花絲ハ粗糙ナノガ普通デアル。發 
育ョク全體壯大トナリ' 葉幅モ廣ク、拫莖モ肥大、花梃二多花ヲツケル形ハ 
ほばわうせい （P. falcatum f. robustum Makino) トイハレル。本種ガ北海道 
二產スルカ否カハ疑シイ。 


〇ひがんはなヲ石蒜トイフワケ（前川文夫） 

內地デハ 彼岸花 ハ薮ノ緣ヤ土手ナト、、こ多イモノデアル6中支デ、モ南京ノ域壁ノ下ナ ド デ 
ハ草ノ斜面ニア.チラニー團コチラニ:一團卜咲イテ强イ印象二殘ツタ〇シカシ安徽省二人ル 
卜阏ノ蔭ナドニアルコトハアルガ大變少ナクテ內地ノ比デハナイ0シカシ揚子江ヲサラニ 
上ルト江西省^•入ルアタリカラ彭澤、湖ロノ邊>カケテ江ノ左岸（向ツテ右）'ハ 1 —望诨平ノ 
声获ノ沼澤ガ多イガ右岸ニノ、切リ立ツタ懸崖ノ岩壁ガ連亙シテ居ル。ソンテ時二馬增鎭ャ 
小鼓山ノ樣ナ.南晝的ナ風景ノ耍害ヲナシテ居ルノデアルガ、コンナ崖ノ中腹ヤ 下方 ノ露岸 
ノ上- •彼岸花 力 V - 面二眞魟二睬イテ居ルノヲ時々見掛ケルノデアル0恐ラクコレガ 本然 ノ 
自生 ノ姿デアラウ。南京アタリ ノ モノハ多分洪水等ニョ'ツテ鱗莖ガ押シ流■サレテ來テノ分 
布 デ，ハナ. イダ ウ カ、日本 ノ .モノ 毛餘 V . ニ モ人具イトコ ロ ニ計リ 自生 狀態ニ ナツ テ' 居ル 事力 
ラ考へテコレ？、一種 ノ歸化植物デハナイカト考へテ居ルガソレ=ツイテハ叉別二書ク '。兎 
二 角岩石地 二生ズルハデ、 石蒜 トイ フノ ダトハツキリ判ツテーツノ滿足ヲ得タノデアツ タ〇 
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